
令和元年（平成３１年）度総会 活動報告

令和元年６月１５日
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早大・環境資源工学会の目指す姿
早稲田大学環境資源工学科が世界に役立つ優れた学問・研究

を続け、世界に誇れる人財を輩出し続けることに貢献するため、

『学科・学生』 と 『社会・OB/ＯＧ』 を繋ぐ

架け橋
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早大・環境資源工学会の活動

 卒業生（社会・OB/ＯＧ）・学科・学生との

交流の場の充実

 大学との連携活動

 学部生の勉学支援活動
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卒業生・学科・学生との交流の場の充実

ＯＢ・ＯＧ交流会（平成30年6月16日（土））
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卒業生・学科・学生との交流の場の充実

環境資源関連講演
〇創造理工学部環境資源工学科

山口 勉功 教授
「乾式プロセスを用いた金属リサイクルと金属製錬」

〇創造理工学部環境資源工学科
上田 匠 准教授（2000年卒）

「電気・電磁探査法による資源探鉱と環境・災害調査」

〇及川 卓也 氏
（1988年卒）

「インターネットの進化から
見る情報工学とコンピュー
ター科学のこれから」

特別講演
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卒業生・学科・学生との交流の場の充実

【平成31年度OB・OG交流会（総会/懇親会） 幹事団名簿】
幹事長 吉成 龍太郎 1987年（昭和62年）卒業

氏名 卒業年 研究室 氏名 卒業年 研究室 氏名 卒業年 研究室

吉成龍太郎 1987 萩原 前北高志 1997 佐々木 角川和也 2017 山口

小澤浩久 1987 萩原 小林雅直 1997 名古屋 千賀太喜 2017 大和田

青野真樹 1987 萩原 山本茂太 1998 大和田 宮内洋輔 2017 大河内

安藤徹 1987 大塚 長澤将大 2007 大和田 竜沢篤之助 2018 上田

吉良仁秀 1987 山崎（豊） 和田佳央里 2007 森田 鈴木滉平 2018 所

塩見晃也 1988 萩原 竹内彩乃 2007 大和田 中村勇太 2018 内田

大竹真由 1997 森田 中津川香世 2007 大和田 左 一洋 2018 香村

高木元太 1997 在原 江藤優 2007 山崎 藤井すみれ 2018 栗原

米山武司 1987 在原 田實留奈 2017 村田 濱中康行 2018 古井

菊池温紀 1997 大和田 増木拓海 2017 香村
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大学との連携活動

提携講座『環境資源と社会』
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大学との連携活動
提携講座『環境資源と社会』平成30年度授業

講義日 所属 氏名 講義題目

10月1日 昭和シェル石油前社長 新井純　氏 エネルギー転換はどのようにして起こるか－これまでの変遷

10月8日 昭和シェル石油前社長 新井純　氏 エネルギー転換はどのようにして起こるか－直面する二つの課題

10月15日 昭和シェル石油前社長 新井純　氏 エネルギー転換はどのようにして起こるか－エネルギーのブラックスワンを求めて

10月22日 資源総合システム社長 一木修　氏 太陽光発電システムの現状と展望～エネルギーとしての太陽光発電～

10月29日 ジオシステム社長 髙杉真司　氏 地熱エネルギーの活用－いかに地熱発電・地中熱を日本に普及させるか？！

11月5日 リオティント ジャパン副社長 須藤照久　氏 資源産業の近代化－Rio Tintoのケース

11月12日
双日㈱金属・資源本部アドバイザー
（元JOGMEC審議役）

神谷夏実　氏 めざせ，鉱山開発！

11月19日 伊藤忠石油開発社長 田辺明生　氏 石油開発の現状と将来：その魅力

11月26日 太平洋セメント相談役 徳植桂治　氏 資源循環型社会におけるセメント産業の役割

12月3日 日本エリーズマグネチックス社長 丹野秀昭　氏 資源循環型社会における「分ける」技術の役割

12月10日 DOWAホールディングス技術部門部長川上智　氏 技術者として見る環境事業

12月17日 TOTO常勤監査役 成清雄一　氏 製造業の環境管理と経営

1月7日 国際航業上級顧問 前川統一郎　氏 見えない巨大水脈　地下水の科学

1月21日 日経広告社取締役 馬場滋　氏 発想法による視点の広がり
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大学との連携活動
提携講座『環境資源と社会』平成30年度授業
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学部生の勉学支援活動

早大・環境資源工学奨学基金給付者
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学部生の勉学支援活動

早大・環境資源工学奨学基金給付者
環境資源工学会奨学金授与者

授与年度 氏名 研究室 授与年度 氏名 研究室 授与年度 氏名 研究室

飯野　敦 在原 北村　稔 山崎淳

田部井 健 佐々木 藤井雄大 香村

中村 千穂 山崎淳 染谷　樹 山崎淳

吉富 萌子 名古屋 高橋　純 栗原

遠藤　優 大和田 石上 勇樹 栗原

前島 幸司 大河内 遠藤 美咲 大和田

長井 拓郎 山崎淳 石崎 浩明 大和田 澤田　賢 栗原

西井 千晴 佐々木 原口 大輔 所 鈴木　綾 村田

町田　篤 名古屋 長澤　真 内田

三浦 弘平 在原 柳谷　秦明 大河内

加藤 智美 名古屋

綱澤 有輝 所

遠藤 雅記 名古屋 小林 由典 大河内

松村　薫 毎熊 田村 康将 山﨑淳

片岡 直也 名古屋 北村　望 所

岸田 直裕 佐々木 山岸 史弥 所

石田 貴子 佐々木 平田 紘子 山崎淳

中島 信裕 佐々木 村　美樹 森田

林　泰之 名古屋 柿沼　遼 所

山田 貴子 佐々木 隅内 亮太 不破

2004 2014

2010

2013

2007 2017

2015

2016

2018

2005

2006

2003

1995 張　尤秀 原田

1996 新井 知彦 森田

2001

2002

1994 王　廣隆 原田

1997

2000

2008

2009

2011

2012

1998 村岡 一義 大和田

1999 二瓶 智也 佐々木
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組織基盤の状況（持続可能な組織へ）

 会員の状況

 収支状況

 稲門会活動

 平成３０年度執行体制
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会員の状況

早大・環境資源工学会住所変更は学会HPからどうぞ

平成 31 年 4 月 1日現在 

  一般会員 終身会員 合計 

総会員 4,638人 1,087人 5,725人 

逝去者 772人 198人 970人 

総会員（逝去者除く） 3,866人 889人 4,755人 

住所不明 1,426人 130人 1,556人 

住所確認 2,440人 759人 3,199人 

住所不明率 37% 15% 33% 
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収支状況

環境資源稲門会

早大・環境資源工学会の事業委員会の活動の一環として校友会との連携を強化
する目的で 初期会員13名にて 環境資源稲門会 を発足しました。

設立 2017年1月1日 （稲門会番号 E02G03）

初代役員
会長 川﨑 秀憲 (1982年 伏見研)
副会長 坂本 大 (1993年 野口研)
事務局長 源河 悠輔 (2004年 大和田研)

環境資源稲門会組織

過去の活動内容
2017年1月 環境資源稲門会設立、校友会への登録申請登録許可（稲門会番号 E02G03）
2017年2月 早稲田大学、校友会の商標等使用許可申請

メイルアドレス（環境資源稲門会 <shigen.toumon@gmail.com> ）の取得
2017年3月 環境資源稲門会 稲門会旗作成
2017年5月 早稲田学報6月号への平成29年度環境資源工学会総会開催予定の記事を掲載
2017年6月 平成29年度総会開催
2017年8月 早稲田学報10月号へ環境資源稲門会設立を寄稿
2017年9月 Facebookに「環境資源稲門会」のグループページを立ち上げ
2018年5月 早稲田学報6月号への平成30年度環境資源工学会総会開催予定の記事の掲載
2018年6月 平成30年度総会開催
2018年10月 稲門祭に同窓会集合場所を確保

環境資源稲門会

2018年10月21日 稲門祭に参加

Facebookのグループページ

環境資源稲門会

今後の活動予定とおねがい
 2019年10月20日（日） 稲門祭に同窓会集合場所を確保する予定です。

 稲門祭当日12:00～15:00 早稲田キャンパス内の教室を確保します。
 稲門祭にこられる同期との集合場所として活用下さい。

 Facebookに登録されている方、是非、「環境資源稲門会」のグループページに
参加下さい。 https://www.facebook.com/groups/env.sci.eng/

 新規のメンバーを募集しています。
（特に、HP作成やFacebook対応等IT系に強い若手大歓迎です）

 条件は、早大・環境資源工学会員かつ校友会費を納入しておられる方

（具体的には早稲田学報がご自宅に届く方です）
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平成３０年度執行体制
【環境資源工学会の運営体制（平成 30 年度）】  

会長※１   山崎 治郎  （S55） 

副会長  前川 統一郎 （S54） 

副会長  香村 一夫教授（S53） 環境資源工学科 学科主任 

理事   小林 直樹 （S44） 

理事   神谷 夏実  （S53）   

理事   大和田 秀二 （S54） 

理事   馬場 滋   （S54） 広報委員会 委員長 

理事   富永 佳晃   (S56） 組織委員会 委員長  

理事   川﨑 秀憲  （S57） 事業委員会 委員長 早大環境資源稲門会会長 

理事   堀内 英樹  （S59） 

理事   平野 敦彦  （S60） 

理事   丹野 秀昭  （H02）  総務委員会 委員長   

理事   坂本 大   （H05） 

理事   平沢 真也  （H06）   

監事   高杉 真司 （S49）   

 

※１ 会長任期は 2年であるため、平成 31年度総会の終了時点で任期が満了となります。 



19

平成３０年度執行体制

 ＜総務委員会＞ 

  役員会・学年幹事会の運営、会計、奨学金、その他総務に関する会務を担当する。 

  〇丹野 秀昭（H02）、大和田 秀二（S54）、伊貝 美穂（H02）、坂本 大（H05） 

 ＜事業委員会＞ 

  総会、講演会、懇親会、早大環境資源稲門会、その他会の活動の企画を担当する。総会幹事団は事業

委員長と連携して、総会･懇親会等の企画運営を行うこととなる。 

  〇川﨑 秀憲（S57）、中山 智晴（S58）、堀内 英樹（S59）、平野 敦彦（S60） 

 ＜組織委員会＞ 

  会員データの修正・更新、会員管理等を担当する。 

  〇前川 統一郎（S54）、富永 佳晃（S56）、藤木 信裕（S56）、安井 万奈（H03） 

 ＜広報委員会＞ 

  会報発行、ホームページの運営等を担当する。 

  〇馬場 滋（S54）、小林 直樹（S44）、平沢 真也（H06）、織田 竜輔（H15） 
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ご指導ご協力
ありがとうございました！

これからも よろしくお願いします！


